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詩
吟
な
ど
あ
り
て
盛
會
で
あ
っ
た
。
尚
席
上
、
吉
田

先
生
よ
り
三
宅
石
奄
、
井
上
赤
水
等
常
地
先
賢
の
遺

文
事
蹟
蒐
集
事
業
に
就
き
援
助
を
求
め
ら
る
。

▲
八
月
十
四

B

高
野
山
に
登
り
て
一
泊
の
計
董
は
、
支
那
事
菱
の
武

め
中
止
す
る
。

山

本

楢

信

記

日
支
の
戦
雲
愈
命
を
告
ぐ
る
に
至
り
、
出
征
軍
人
を

折
喪
失
せ
し
め
、

以
て
支
那
四
倭
の
民
衆
に
、
紳
國

H

-H-JJ
を
抜
い
た
以
上
敵
を
熾
滅
し
て
抗

H
意
識
を
挫

八
九

念
願
す
る
以
外
他
意
な
き
こ
と
を
異
に
能
く
反
省
し
、

兵
は
、
大
陸
の
瞭
野
に
身
命
を
掬
つ
て
戦
闘
し
て
ゐ
る
。

送
る
歓
呼
の
臀
は
巷
に
湖
ち
、
我
が
勇
猛
果
敢
な
る
将

編

輯

を

終

ヘ

て

易
き
は
我
の
弊
、
油
断
は
大
敵
で
あ
る
。
難
関
突
破
に

て
、
上
下
一
致
、
堅
忍
持
久
の
精
紳
を
以
て
邁
進
ぜ
ね

に
喜
び
勇
ん
で
生
命
が
け
の
御
奉
公
を
抽
ん
で
て
居
る
。

肱
亜
左
府
巻
し
て
天
下
に
君
臨
せ
し
支
那
民
族
の
氣

字
、
今
、
何
廊
に
あ
り
や
。
朝
に
は
英
に
媚
び
、

タ
に

本
國
民
の
根
本
的
心
情
は
何
で
あ
る
か
、
乱
脈
施
こ
す

扉
な
き
支
那
を
救
済
し
て
、
王
逍
業
土
た
ら
し
む
る
を

而
し
て
統
一
覺
醒
せ
ら
れ
た
る
支
那
民
衆
の
國
家
観
念

は
蘇
に
援
を
求
む
る
卑
屈
根
性
を
停
止
せ
よ
。
我
が
日

ば
な
ら
ぬ
。
今
や
我
が
國
民
は
協
同
一
致
、

君
國
の
武

師
の
需
ふ
と
こ
ろ
敵
は
な
い
。

ざ
れ
ど
然
し
易
く
冷
め

ば
鬼
紳
も
こ
れ
を
避
け
、

正
義
の
利
剣
を
振
り
哨
す
王

を
打
ち
懲
す
の
は
親
の
大
慈
悲
で
あ
る
。
断
じ
て
行
へ

本
の
石
有
難
味
を
徹
底
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
放
蕩
息
子



年
の
闊
係
は
殆
ど
全
く
文
化
的
、
平
和
的
交
際
で
あ
る

ふ
と
誠
に
寒
心
に
堪
え
な
い
。
賓
に
雨
國
民
過
去
三
千

ャ
婆
の
思
ふ
壺
に
は
ま
る
こ
と
で
、
東
洋
の
将
来
を
思

戦
ふ
こ
と
は
、
相
互
其
の
力
を
弱
め
る
ば
か
り
、
夫
婦
喧

嘩
を
喜
ぶ
ァ
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
爺
や
ソ
ビ
エ
ッ
ト
ロ
シ

来
る
と
恩
ふ
。
唇
歯
輔
車
の
関
係
に
あ
る
雨
國
民
が
相

の
根
本
思
想
を
聞
明
せ
ら
れ
た
武
内
義
雄
先
生
の
講
演

趣
き
の
継
っ
た
輝
か
し
き
光
明
が
其
底
か
ら
現
は
れ
て

迄
乗
り
出
し
行
く
な
ら
ば
、
陰
惨
な
る
季
闘
と
は
全
く

或
る
土
息
味
に
於
て
は
、
儒
教
の
精
神
も
道
教
の
精
紳

東
洋
の
平
和
か
ら
臭
に
進
ん
で
、
枇
界
平
和
の
事
業
に

か
ら
輝
き
出
づ
る
逍
徳
的
、
宗
教
的
光
明
に
よ
っ
て
、
発

舜
以
来
の
支
那
國
民
自
身
の
本
心
、
及
び
雨
國
民
の
牌

の
来
本
常
の
胴
係
を
深
く
落
着
い
て
考
察
ぜ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
我
々
は
双
方
と
も
成
る
べ
く
其
の
儀
牲
を
彿
ふ
事

少
く
し
て
、
共
存
共
榮
の
大
義
に
よ
っ
て
、
我
が
國
と
堅

く
相
提
携
し
、
戦
力
協
力
日
本
支
那
印
度
を
包
含
す
る

こ
と
を
思
ひ
、
雨
國
民
の
生
活
の
安
全
と
福
祉
の
増
大

と
に
力
を
致
し
、
東
洋
文
化
を
骰
展
ぜ
し
め
東
洋
平
和

を
確
立
す
る
目
的
逹
成
の
鴛
め
に
、

謁
し
、

以
て
哀
襟
を
安
ん
じ
奉
ら
ん
こ
と
を
期
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
我
々
は
千
載
一
遇
の
此
の
重
大
時
局
に
遭
遇

し
、
天
壌
無
窮
の

皇
運
を
扶
霙
し
奉
り
て

中
外
に
宜
揚
す
る
は
誠
に
光
榮
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
佛
教
の
精
神
も
、
現
在
に
於
て
は
、
其
の
務
詳
の
源

流
の
地
た
る
支
那
印
度
よ
り
も
、
却
つ
て
よ
り
多
く
我

が
日
本
に
生
き
て
居
る
と
云
は
れ
る
。
我
々
は

H
夜
迎

賢
の
害
を
讀
み
、
智
能
を
啓
務
し
穏
器
を
成
就
す
る
こ

と
を
以
て
第
一
の
目
的
と
し
て
ゐ
る
。
弦
に
支
那
文
化

筆
記
と
、
本
會
の
事
業
に
深
き
理
解
を
有
せ
ら
る
ヽ
支

皇
威
を

一
意
報
公
の
誠
を

九
〇



談
話
を
筆
記
せ
る
懐
穂
堂
夜
話
を
附
録
と
し
て
、
本
誌

ま
た
藷
懐
偲
堂
の
昔
を
偲
ぶ
た
め
に
中
井
碩
果
先
生
の

那
哲
學
界
の
櫂
威
高
瀬
武
次
郎
先
生
、
並
に
我
が
國
経

清
學
界
の
櫂
威
作
田
荘
一
先
生
、
國
文
學
界
の
櫂
威
阪

た
る
史
蹟
踏
査
を
指
導
せ
ら
る
A
國
史
學
界
の
櫂
威
中

生
を
初
め
會
貝
の
文
藝
を
録
し
て
其
の
修
養
に
資
し
、

を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
是
れ
全
く
諸
先
生

御
援
助
の
賜
で
あ
る
。
我
々
は

H
常
繁
忙
の
業
務
の
餘

暇
に
編
輯
し
た
盆
め
、
校
正
其
の
他
に
鋏
貼
多
々
あ
る

べ
き
も
、
特
に
御
容
謝
を
懇
願
す
る
。
國
家
多
事
に
し

て
國
民
の
責
任
は
愈
々
重
大
性
を
加
ふ
る
の
秋
、
偏
に

會
貝
諸
君
の
御
健
康
と
御
奮
岡
を
切
望
し
て
止
ま
ぬ
。

を
券
掘
た
ら
し
め
、
ま
た
鈴
木
虎
雄
、
秋
月
胤
織
雨
先

村
直
勝
先
生
の
臨
地
講
演
の
一
っ
を
載
せ
て
其
の
面
目

倉
篤
太
郎
先
生
の
論
説
を
掲
げ
、

ま
た
本
會
事
業
の

九


